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（約定支払日の取扱いに関する特約） 

 

本特約は、東海旅客鉄道株式会社（以下、「当社」といいます。）が提供するエクスプレス予約コーポレ

ートサービスの約定支払日の取扱いについて定めるものです。 

 

第 1 章 総則 

第１条（総則） 

1. 本特約は、「エクスプレス予約コーポレートサービス（Ｅ予約専用）規約」（以下、「ＥＸ予約コーポ

レート規約（Ｅ予約専用）」といいます。）及び JR東海 EX-IC サービス規約（Ｅ予約専用）（以下、「ＩＣ

規約（Ｅ予約専用）」といいます。）の特約とします。 

2. 本特約は「エクスプレス・カード（Ｅ予約専用）会員規約」（以下、「カード会員規約」といいます。）

に定める法人会員（以下、単に「法人会員」といいます。）で当社所定の申込書により本特約に定める約

定支払日の取扱いの申込みを行った法人会員に対して適用されます。 

3. ＥＸ予約コーポレート規約（Ｅ予約専用）及びＩＣ規約（Ｅ予約専用）と本特約との間で重複または

競合する内容については、本特約が優先するものとします。 

4. 法人会員は、カード会員規約に定めるカード使用者（以下、単に「カード使用者」といいます。）に

本特約を周知する義務を負います。 

 

第２条（用語の定義） 

 本特約に定めのない用語の定義については、カード会員規約、ＥＸ予約コーポレート規約（Ｅ予約専

用）、ＩＣ規約（Ｅ予約専用）に定めるところによるものとします。 

 

第３条（本特約の変更） 

1. 当社は、事前に法人会員及びカード使用者に通知することなく本特約を変更できるものとし、変更後

は、変更後の内容のみ有効とします。本特約を変更した場合、カード使用者の１人が変更後にエクスプ

レス予約コーポレートサービスまたは付帯サービスのいずれかを利用したことをもって、法人会員及び

カード使用者が変更後の特約に同意したものとみなされます。 

2. 当社は、前項の変更に起因して、法人会員、カード使用者または第三者が被った不利益については、

一切の責任を負いません。 

 

第４条（カード番号利用日） 

本特約が適用される法人会員については、以下の時点の属する日がカード会員規約におけるカード番号

利用のあった日とみなされます。 

(1) カード使用者がＩＣ規約（Ｅ予約専用）で定める EX-IC サービス（以下「EX-IC サービス」という。）

を利用する場合、カード使用者が EX-IC カードもしくは EX-IC 携帯電話機により駅に入場した時点。 

(2) カード使用者が EX-IC サービス以外のエクスプレス予約コーポレートサービスを利用する場合、及

びEX-ICサービスを利用する場合であってEX-ICカード等によりIC自動改札機を通過して入場すること
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ができないため別に定める証票を受け取るときは、カード使用者が乗車券類等を受け取った時点。 

(3) 法人会員と当社との間のカード会員規約が失効した時点又はカード使用者がカード使用者でなくな

った時点で、当社がＥＸ予約コーポレート規約（Ｅ予約専用）第 8条により保管している乗車券類が存

在する場合、当該時点。 

(4) 法人会員と当社との間のカード会員規約が失効した時点又はカード使用者がカード使用者でなくな

った時点で、当社がＩＣ規約（Ｅ予約専用）第 8条により、カード使用者と当社との間で締結した EX-IC

運送契約が存在する場合、当該時点。 

 

第５条（運送契約の成立） 

カード使用者と当社との運送契約の成立については、ＥＸ予約コーポレート規約（Ｅ予約専用）及びＩ

Ｃ規約（Ｅ予約専用）に定める通りとします。 

 

第６条（受取期間経過後の乗車券類の取扱い等） 

1. カード使用者が EX-IC サービス以外のエクスプレス予約コーポレートサービスを利用する場合、ＥＸ

予約コーポレート規約（Ｅ予約専用）第 10 条第 3項に定める受取期間を経過したにもかかわらず受取が

行われなかった乗車券類については、受取期間満了日がカード会員規約におけるカード番号利用のあっ

た日とみなされます。 

2. カード使用者が EX-IC サービスを利用する場合、EX-IC 運送契約において約定した乗車日の営業時間

終了時までに駅に入場しなかった場合、当該日がカード会員規約におけるカード番号利用のあった日と

みなされます。 

 

第７条（合意管轄裁判所） 

 本特約に関して生じた一切の法律上の紛争については、名古屋地方裁判所または名古屋簡易裁判所を

第一審の専属的合意管轄裁判所とします。 

 

改正日 平成 29 年 9 月 2日 

 


